
議
員

十
七
年
度
か
ら
取
り

組
み
が
始
ま
る
第
五
次
行
政

改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
大
綱
の
基
本
方
針
を
伺

い
た
い
。

助
役

第
五
次
行
革
大
綱
は
、

「
経
営
型
の
行
政
へ
」
と
「
協

働
の
行
政
へ
」
の
二
つ
の
柱

と
四
つ
の
具
体
的
な
項
目
で

あ
る
「
市
民
の
視
点
で
市
民

と
共
に
進
め
る
行
政
運
営
」、

「
市
民
が
満
足
す
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
」、「
民
間
経

営
理
念
の
導
入
と
効
率
的
な

行
政
運
営
の
推
進
」、「
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
を

基
本
に
策
定
し
た
。

議
員

そ
の
大
綱
に
基
づ
く

第
五
次
行
政
改
革
実
施
計
画

の
具
体
的
な
内
容
を
聞
き
た

い
。

市
長
・
企
画
部
長

主
な
取

り
組
み
は
、
職
員
の
一
〇
〇

人
削
減
、
ご
み
収
集
な
ど
に

お
け
る
乗
車
体
制
の
見
直
し
、

図
書
館
等
の
公
共
施
設
で
の

開
館
日
の
増
加
や
開
館
・
閉

館
時
間
の
設
定
見
直
し
な
ど

で
あ
る
。

議
員

行
政
改
革
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
職
員
の
意
識

改
革
が
必
要
と
思
う
が
見
解

を
聞
き
た
い
。

助
役

市
民
が
満
足
し
納
得

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

に
は
、
職
員
が
新
し
い
時
代

の
要
請
を
把
握
し
、
公
務
員

の
役
割
を
見
直
す
な
ど
の
意

識
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
職
員
の
意
識
を
変
え
る
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
の

取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
�
民
間
企
業
の
ト
ッ
プ

や
実
務
者
に
よ
る
研
修
の
充

実
を
図
る
こ
と
、
�
コ
ス
ト

や
顧
客
に
対
す
る
職
員
の
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
早
期
導

入
す
る
こ
と
、
�
十
六
年
度

に
策
定
し
た
本
市
職
員
育
成

基
本
方
針
に
沿
い
、
職
員
の

能
力
・
業
績
を
重
視
し
た
新

た
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を

十
七
年
度
に
構
築
し
、
管
理

職
か
ら
一
部
試
行
し
て
い
く

こ
と
等
を
考
え
て
い
る
。

議
員

行
政
改
革
実
施
計
画

の
重
点
取
り
組
み
項
目
の
中

に
、
職
員
を
一
〇
〇
人
削
減

す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
う
の
か
。

市
長

現
在
の
計
画
で
は
、

再
任
用
職
員
を
含
む
正
規
職

員
全
体
で
実
数
を
一
〇
〇
人

削
減
す
る
も
の
で
、
十
七
年

度
か
ら
の
五
年
間
で
、
消
防

職
・
医
療
職
を
除
く
一
般
職

と
現
業
職
で
各
五
〇
人
程
度

の
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

削
減
方
法
は
、
一
般
職
は
新

規
採
用
を
抑
制
し
、
組
織
の

統
廃
合
や
徹
底
し
た
事
務
の

見
直
し
、
臨
時
職
員
、
嘱
託

員
の
有
効
な
配
置
を
進
め
て

い
く
。
現
業
職
員
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
新
規
採
用

は
行
わ
ず
、
ご
み
収
集
等
の

勤
務
体
制
の
見
直
し
や
民
間

委
託
を
進
め
て
い
く
。ま
た
、

学
校
給
食
調
理
業
務
等
の
民

間
委
託
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

学
校
給
食
業
務
の
民

間
委
託
は
教
育
の
一
環
と
い

わ
れ
る
給
食
の
在
り
方
を
根

本
的
に
崩
す
の
で
は
な
い
か
。

市
長

学
校
給
食
調
理
業
務

の
委
託
で
、
経
費
節
減
や
民

間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る

給
食
の
新
た
な
可
能
性
が
期

待
さ
れ
る
。
ま
た
、
献
立
作

成
や
食
材
の
選
定
、
児
童
へ

の
食
に
関
す
る
指
導
等
は
市

が
実
施
す
る
た
め
、
教
育
目

標
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
変

わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

今
回
、
次
期
総
合
計

画
を
審
議
す
る
総
合
計
画
審

議
会
に
市
民
委
員
枠
を
設
け

る
と
い
う
条
例
改
正
案
が
提

案
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
の

趣
旨
を
伺
い
た
い
。

企
画
課
長

市
民
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
意
識
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と

さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
き
た
。

市
民
の
意
見
を
幅
広
く
市
政

に
反
映
し
て
い
く
た
め
、
市

民
委
員
を
公
募
す
る
も
の
で

あ
る
。

議
員

今
回
の
改
正
で
各
種

団
体
等
の
委
員
枠
が
三
人
減

る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

審
議
会
の
事
務

簡
素
化
や
効
率
化
の
面
か
ら
、

委
員
の
定
数
は
基
本
的
に
変

え
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
各
種
団
体
等
の

委
員
構
成
を
見
直
し
た
も
の

で
あ
り
、
各
種
団
体
等
に
は

こ
の
趣
旨
が
理
解
さ
れ
る
よ

う
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

審
議
会
等
附
属
機
関

の
公
募
市
民
委
員
の
選
定
基

準
を
再
検
討
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

市
長

本
市
で
は
、「
附
属

機
関
等
の
設
置
及
び
委
員
の

選
出
に
関
す
る
基
準
」
を
定

め
、
公
募
に
よ
る
委
員
の
選

出
は
、
こ
の
基
準
に
よ
り
進

め
て
き
た
。
今
回
、
市
民
の

市
政
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
委
員
の
一

部
を
原
則
と
し
て
公
募
に
よ

り
選
出
す
る
も
の
と
し
、
そ

の
例
外
と
し
て
公
募
し
な
い

場
合
に
つ
い
て
も
規
定
す
る

な
ど
、
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。
公
募
に

際
し
て
は
、
選
考
基
準
を
明

確
に
し
、
厳
正
な
選
考
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

第
�
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

求
め
ら
れ
る
職
員
の
意
識
変
革

議
員

市
長
の
公
約
の
中
に
、

新
た
な
国
際
姉
妹
都
市
提
携

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
て
き
た

の
か
伺
い
た
い
。

市
長
・
市
民
部
長

こ
れ
ま

で
の
ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
の
交

流
を
踏
ま
え
、
よ
り
多
く
の

市
民
が
活
動
で
き
る
交
流
等

を
内
部
で
調
査
、
検
討
を
重

ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
提

携
都
市
は
日
本
と
も
か
か
わ

り
の
深
い
ア
ジ
ア
の
都
市
の

範
囲
と
し
、
本
市
の
特
色
あ

る
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か

し
て
交
流
す
る
こ
と
が
友
好

関
係
を
継
続
的
に
進
め
る
上

で
最
善
の
方
策
と
考
え
た
。

今
後
は
、
市
民
に
よ
る
姉
妹

都
市
の
候
補
地
を
選
考
す
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
論

を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

新
国
際
姉
妹
都
市
の

提
携
に
つ
い
て
、
広
く
市
民

の
意
見
を
聞
く
の
か
。

交
流
親
善
課
長

例
年
実
施

し
て
い
る
住
民
実
態
調
査
の

よ
う
な
形
式
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
受
け
て
、
姉
妹
都
市
提

携
の
方
針
が
決
ま
る
の
か
。

助
役
・
市
民
部
長

都
市
提

携
を
行
う
か
ど
う
か
、
あ
る

い
は
ど
の
都
市
を
対
象
と
す

る
か
な
ど
を
市
民
に
諮
り
、

そ
の
結
果
に
よ
り
判
断
を
し

て
い
き
た
い
。

議
員

十
七
年
度
予
算
に
新

国
際
姉
妹
都
市
関
係
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民

の
意
見
が
明
白
に
な
る
ま
で

選
考
委
員
会
の
設
立
は
行
わ

な
い
の
か
。

助
役

こ
の
経
費
は
、
委
員

会
に
お
け
る
専
門
家
へ
の
謝

礼
で
あ
り
、
市
民
が
国
際
姉

妹
都
市
の
提
携
を
望
ま
な
い

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

あ
れ
ば
こ
の
予
算
を
執
行
す

る
こ
と
は
な
い
。

職
員
一
〇
〇
人
を
削
減

具
体
的
な
方
法
問
う

議
員

十
五
年
度
の
全
国
の

競
輪
事
業
開
催
収
支
で
は
、

四
七
競
輪
場
の
内
、
二
八
場

が
赤
字
で
あ
っ
た
。
本
市
の

競
輪
事
業
の
十
六
年
度
の
開

催
収
支
状
況
を
聞
き
た
い
。

公
営
事
業
所
長

平
成
十
六

年
十
二
月
ま
で
の
車
券
発
売

収
入
は
二
二
四
億
円
余
で
、

開
催
支
出
は
二
二
一
億
円
余

で
あ
り
概
算
開
催
収
支
は
三

億
円
程
度
の
黒
字
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
な
お
、
車
券
売

り
上
げ
の
現
状
は
、
平
塚
本

場
で
の
売
り
上
げ
が
大
幅
に

減
少
し
、
場
外
で
の
売
り
上

げ
増
に
よ
っ
て
車
券
売
り
上

げ
全
体
を
支
え
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。

議
員

今
後
の
競
輪
事
業
収

益
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

公
営
事
業
所
長

十
七
年
度

当
初
予
算
で
は
、
一
般
会
計

へ
の
繰
出
金
を
七
億
五
〇
〇

〇
万
円
計
上
し
た
。し
か
し
、

車
券
売
り
上
げ
に
占
め
る
場

外
売
り
上
げ
の
割
合
が
大
き

く
な
る
と
場
外
車
券
売
場
へ

の
委
託
料
が
増
加
し
同
程
度

の
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
る
。
今
後
も
本
場

の
車
券
売
り
上
げ
の
減
少
が

続
く
と
一
般
会
計
へ
の
繰
り

出
し
が
で
き
な
い
事
態
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本

場
へ
の
来
場
者
の
増
加
に
よ

る
売
り
上
げ
増
と
特
別
競
輪

の
招
致
等
に
よ
る
総
売
り
上

げ
の
確
保
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

附
属
機
関
等
の
委
員

選
出
の
基
準
は

我
が
国
の
農
業
政
策
は
、

構
造
改
革
、
国
際
化
を
目
指

す
政
策
基
調
の
も
と
で
、
更

な
る
後
退
の
方
向
で
大
き
く

揺
れ
、
農
家
は
重
大
な
局
面

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農

業
交
渉
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）締

結
へ
向
け
た
交
渉
に
お
い
て

は
、
一
層
の
自
由
貿
易
が
追

求
さ
れ
て
お
り
、「
各
国
の

多
様
な
農
業
の
共
存
」
が
可

能
と
な
る
貿
易
ル
ー
ル
の
確

立
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に

伴
う
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再

開
に
当
た
っ
て
は
、
米
国
の

圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

国
内
消
費
者
の
理
解
と
納
得

を
得
る
こ
と
を
最
優
先
す
べ

き
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
農
家
の

努
力
が
報
わ
れ
、
農
業
の
持

続
的
発
展
を
可
能
と
す
る
た

め
、
次
の
事
項
の
実
現
を
図

ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
当

た
っ
て
は
、
自
給
率
が
著

し
く
低
い
我
が
国
に
と
り
、

農
業
の
多
面
的
機
能
や
食

料
安
定
保
障
な
ど
の
非
貿

易
的
関
心
事
項
へ
の
配
慮

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
様
な
農
業
の

共
存
と
い
う
基
本
理
念
を

確
実
に
位
置
付
け
た
枠
組

み
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

重
要
な
品
目
の
選
択
に
当

た
っ
て
は
、
各
国
の
裁
量

に
よ
り
十
分
な
数
の
品
目

と
関
税
割
当
の
義
務
的
拡

大
等
の
代
償
措
置
を
伴
わ

ず
に
、
適
切
な
関
税
水
準

を
維
持
で
き
る
よ
う
柔
軟

な
取
扱
い
を
確
保
す
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
野
菜
・
果

実
等
の
低
関
税
品
目
に
関

し
て
は
、
関
税
削
減
を
阻

止
す
る
と
と
も
に
、
農
産

物
の
特
性
に
配
慮
し
機
動

的
に
発
動
さ
れ
る
新
た
な

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
創
設
を

図
る
こ
と
。

二

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
交
渉
に

当
た
っ
て
は
、
我
が
国
の

食
と
農
の
安
全
・
安
心
の

確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、

必
要
な
例
外
措
置
を
実
現

す
る
こ
と
。

三

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発

生
の
原
因
究
明
に
徹
底
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
の
対
象
月
齢

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
消

費
者
等
の
理
解
と
納
得
を

得
る
こ
と
を
基
本
に
、
慎

重
に
検
討
す
る
こ
と
。
ま

た
、
政
府
は
き
然
と
し
た

態
度
で
日
米
協
議
を
行
い
、

米
国
か
ら
の
輸
入
牛
肉
は
、

我
が
国
が
講
じ
て
い
る
措

置
と
同
等
の
も
の
と
す
る

こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
八
日

平

塚

市

議

会

第 ��� 号

厳
し
さ
増
す
競
輪
事
業

収
益
見
通
し
な
ど
尋
ね
る

次
期
総
合
計
画
の
審
議
会

ＷＷ
ＴＴ
ＯＯ
・・
ＦＦ
ＴＴ
ＡＡ
農農
業業
交交
渉渉
及及
びび

ＢＢ
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対対
策策
のの
見見
直直
しし
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書

ひらつか議会だより

公
募
市
民
枠
新
設
の
理
由
聞
く

平塚駅ビルから厚木方面を望む

広く市民意見求め判断

平成��年（２００５年）�月��日

新たな国際姉妹都市
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